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スーパー 完全数

は を満たす そこで 一般に を満たす を概完全

数 とよぶ

この逆が言えるか すなわち概完全数が に限るか これはよく知られた難問である

を素数とするとき はユークリッドの完全数である ユークリッ

ドの完全数の べき部分 とするとき これは を満たす

そこで一般に を満たす をスーパー 完全数という

スーパー 完全数 が偶数なら は２べき すなわち さらに は素数

となることを は 年に証明しスーパー 完全数の展開へ口火を切った

与えられた整数 について を満たす を だけ平行移動した完全数

という

完全数の平行移動を考えることは意味のある発展をもたらした

たとえば を満たす解は 素数 と書けるとき 型解という

このとき は素数になる

このときの は だけ平行移動した完全数となる

スーパー 完全数においてもその平行移動を考えることはスーパー双子素数を量産する

ことなど重要な副産物をもたらした

与えられた整数 について を奇素数とする したがっ

て は偶数になる

の満たす方程式を考える

は素数であると仮定したので

とおくとき

であったことを忘却の彼方におき次の式を を未知自然数とする連立方程式

とみなし その解 を 平行移動 のスーパー 完全数という



だとこれをまとめて となる が偶数ならこの解は となりスー

パー 完全数と呼ばれ は元祖完全数となる

スーパー 完全数は元祖完全数の平方根にごく近いので パソコンで定義式に沿って計算

しスーパー 完全数 を求めることは容易 は計算がすぐできて積 は

元祖完全数

このような関係があり スーパー 完全数は平行移動も含めて考えるとき だけ平行移

動した完全数が 型の場合の べき部分を拡大研究したものと言えるであろう

スーパー メルセンヌ完全数

ユークリッドの完全数の べき部分は大切であることが分かったが 残りの素数部分

はメルセンヌ素数と呼ばれている これは 巨大な素数の構成に重要な役を演

じ続けている

私は ユークリッドの完全数の素数部分であるメルセンヌ素数 を取り出し

て理論が作れないか考えたことが何回かある その度に こんなことを考える自分はどう

かしていると自虐的になった

しかし今回改めて考え直してみたら案外うまく行った しかも重要な産物がえられた

それはゴジラみたいな完全数である

スーパー メルセンヌ完全数を定義するために を奇

素数とする したがって は偶数になる

読者は の代わりに としている点に注意してほしい

すると となるので

ここで パートナー を次のように導入する とおくのである すると

を使うと

そこで得られた次式を スーパーメルセンヌ完全数 の連立定義式という

その解 をスーパーメルセンヌ完全数 また をそのパートナーという さらに

をシャドウという

命題 が素数になる必要十分条件は

により

が素数なら により

ここで概完全数の予想を使うと

逆に なら により よって は素数



スーパーメルセンヌ完全数とスーパー完全数

スーパー完全数の定義式

とスーパーメルセンヌ完全数の定義式

を比べてみるとほとんど同じである の符号が入れ替わったのは不注意のなせる業だ

の場合が基本的である その場合は１つにまとめて スーパー完全数の定義式 は

となり解は べき すなわち

スーパーメルセンヌ完全数は１つにまとめると となり解は

とかける素数になるはずである

ただし証明はできていない スーパー完全数の場合は 偶数なら証明はできている

しかし スーパーメルセンヌ完全数の場合は 偶数を仮定しても 私は 証明できない

計算例

いろいろな 　について平行移動 　のスーパーメルセンヌ完全数を計算してみた

が素数なら になる場合が標準的である が素数でない場合を で印した

表

素因数分解 素因数分解 素因数分解

が素数にならないものに興味がある

のとき がありこのとき



平行移動したスーパーメルセンヌ完全数において が素数なら 平行移動したメルセン

ヌ素数と呼ぶことは差しさわりがない が素数でないなら を 裏の メルセンヌ完全数

と呼んでもいいと思う

表 スーパーメルセンヌ完全数

素因数分解 素因数分解 素因数分解



のときは という非素数の解がある

変な奴

スーパーメルセンヌ完全数は本来の定義に基づけば が偶数の場合にのみ考えるべき

である 実際 が偶数だと解は素数の場合が多く これは平行移動 のメルセンヌ完全

素数というべきものである

しかしながら が奇数の場合も考える が奇数の場合にパソコンで計算してみると

わずかな解があるだけのようだ 私はここで 冥王星の研究を想起する 冥王星に探査機を

飛ばして近くから眺めると 実にさまざまな風景がありいくら研究しても追いつかない豊

富な世界だった

には 素数 となる解が３個ありここには不思議な法

則がありそうだ

そこで に を代入する

と を代入する

をえる

命題 を満たすとき は と

なる

よって

が素数 になる場合は解である

こうして解があらたに発見された が素数 になる は無限にありそうな気が

する

命題 を を仮定して を導く ただし仮説

を使う

を代入すると

により

これより 次の仮説を使う

が素数 になる場合は解である

こうして解があらたに発見された

命題 を を仮定して を導く ただし仮説

を使う



表 の解

を代入すると

により

これより 次の仮説を使う

注意 素数 について が成り立てば は のべき

ただし には反例が知られていないが 万以下では次の反例がある

のとき

のとき

のとき

のとき

のとき

底が一般の場合のスーパーメルセンヌ完全数

奇素数 を固定し これを底とみなして が素数と仮定する する

と

により なので

これより

そこで とおくと



表 スーパーメルセンヌ完全数

素因数分解 素因数分解 素因数分解

それゆえ、

（

を使うと

よって を払うと

と を連立させて この解 をスー

パー メルセンヌ完全数といい をそのパートナ をシャドウという

スーパー メルセンヌ完全数において が素数のとき が べきとなる対応関係を調

べる

スーパーメルセンヌ完全数の定義式 と

を元に計算を実行する



補題 が素数のとき を満たす．その逆も正しい

が素数のとき よって上の式より

なら となるだろう というのが一般化された概完全数予想

である

では反例が発見されていない しかし なら反例がある



のスーパーメルセンヌ完全数

表 スーパーメルセンヌ完全数

素因数分解 素因数分解 素因数分解

スーパーメルセンヌ完全数

表 スーパーメルセンヌ完全数

のとき 素数 に対し の値に が現れた

のべきではないにもかかわらず

のとき 素数 に対し の値に が現れた

のとき 素数 に対し の値に が現れた



このことを計算で確認してみよう

スーパー メルセンヌ完全数の定義式 に を代入する

なので と

に対応するので は素数

より したがって が素数になれば

こそパートナーが になるスーパー メルセンヌ完全数である

のとき のとき のとき

のスーパーメルセンヌ完全数をみてみよう

表 スーパーメルセンヌ完全数

素因数分解 素因数分解 素因数分解

のとき素数 のパートナー は のべきで

はない これこそ での一般化された概完全数予想の反例なのだ

を満たす数を概完全数と呼ぶことを私は を通じて知った べき す

なわち で書ける数しか知られていない 奇数完全数の問題と同じように解決困難なこ

とで有名である これを底が の場合に考えてみたが などで反例のあること

がわかった

今回の研究ではスーパーメルセンヌ数の研究において一般化された概完全数予想が重大

な意味を持つことがわかった 一般の場合では反例を決定することが望ましい 決定でき

なくても有限個かどうかを知りたい 概完全数予想の深化と呼んでもいいだろう


